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岡
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跡

発
見
の
前
漢
鏡
と
そ
の
銘
文

岡

崎

敬

一
、
飯
塚
市
立
岩
遺
跡

立
岩
遺
跡
は
遠
賀
川
上
流
に
の
ぞ
む
弥
生
時
代
の
遺
跡
群
で
あ
る
。
昭
和
八
年
、
市
営
グ
ラ
ワ
ン
ド
及
び
住
宅
街
の
開
発
の
た
め
、
事
棺

群
及
び
石
庖
丁
製
作
所
祉
が
発
見
さ
れ
、
中
山
平
次
郎
博
士
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た

Q

そ
の
後
、
森
貞
次
郎
、
児
島
隆
人
、
名
和
羊
一
郎
、
清

賀
義
勇
、
沢
井
一
雄
、
藤
田
等
、
高
島
忠
平
氏
お
よ
び
筆
者
ら
に
よ
っ
て
戦
前
戦
後
を
通
じ
調
査
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
三
十
三
年
六
月
上
旬
立

岩
、
小
字
下
方
で
採
土
工
事
中
、
蔀
棺
群
が
あ
ら
わ
れ
、
高
島
氏
の
注
意
に
よ
り
、
児
島
隆
人
、
藤
田
等
氏
を
は
じ
め
嘉
穂
高
校
、
嘉
穂
来
高

校
の
郷
土
部
諸
君
が
緊
急
の
調
査
（
第
一
次
）
中
に
前
漠
鋭
な
ど
重
要
な
遺
品
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
工
事
を
一
時
中
止
し
て
、
飯
塚
市
の
行

う
緊
急
調
査
と
し
て
、
国
及
び
県
の
一
部
補
助
を
得
て
調
査
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
回
（
第
二
次
）
は
金
関
丈
夫
、
鏡
山
猛
、
児

島
、
岡
崎
を
は
じ
め
森
、
藤
田
、
小
田
富
士
雄
、
松
岡
史
、
牧
山
霊
倍
、
永
井
昌
文
、
乙
益
重
隆
、
一
二
島
格
氏
ら
や
九
州
大
学
、
熊
本
大
学
、

嘉
穂
高
校
、
嘉
穂
東
高
校
の
学
生
、
生
徒
諸
君
が
参
加
し
、
福
附
県
教
育
委
員
会
よ
り
波
辺
正
気
氏
が
衝
に
あ
た
っ
た
。
直
後
に
梅
原
末
治
、

存
光
教
て
斎
藤
忠
、
小
林
行
雄
、
杉
原
荘
介
の
諸
博
士
、
三
木
文
雄
、
保
坂
三
郎
氏
ら
が
来
観
指
導
さ
れ
た
。

発
掘
地
点
は
立
岩
丘
陵
の
北
部
、
測
候
所
と
道
一
つ
へ
だ
て
た
と
こ
ろ
で
、
東
西
を
み
わ
た
せ
る
や
L
高
地
に
あ
る
。
六
月
十
二
日
よ
り
二

十
四
日
に
至
る
約
二
週
間
、
調
査
を
行
い
、
二
十
四
個
の
袋
状
竪
穴
昨
と
三
十
四
基
の
聾
棺
群
が
あ
ら
わ
れ
た
。
袋
状
竪
穴
は
花
開
岩
パ
イ
欄

出
土
の
土
器
か
ら
み
て
北
九
州
弥
生
式
前
期
末
を
主
体
と
し
て
お
り
、
こ
の
竪
穴
が
埋
っ
た
あ
と
、
弥
生
式
中
期
以

土
壊
に
き
り
こ
ま
れ
、

福
岡
県
飯
塚
市
立
岩
遺
跡
発
見
の
前
渓
鏡
と
そ
の
銘
文
（
岡
崎
）

七
七



福
岡
県
飯
塚
市
立
岩
遺
跡
発
見
の
前
漢
鏡
と
そ
の
銘
文
（
岡
崎
）

七
i¥ 

降
、
麗
棺
墓
地
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

藍
棺
は
方
形
ま
た
は
矩
形
の
プ
一
フ
シ
の
土
墳
の
一
側
面
に
横
穴
を
ほ
り
、
こ
れ
に
挿
入
さ
れ
、
石
蓋
を
し
て
、
埋
葬
が
お
わ
っ
た
の
ち
、
土

域
は
再
び
う
ず
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
十
号
護
棺
は
も
っ
と
も
完
整
な
つ
く
り
で
、
内
部
に
酸
化
鉄
を
ぬ
り
、
底
部
に
一
孔
を
う
が
つ
Q

内
部
に
は
左
右
各
々
三
面
二
列
、
鏡
面

ヤ
り
が
ん
な

を
よ
に
し
て
前
漢
鏡
が
発
見
さ
れ
、
右
側
に
細
形
鋼
矛
一
口
、
鉄
剣
一
口
、
鉄
錨
一
口
を
そ
え
、
や
t
A

は
な
れ
て
奥
に
砥
石
二
個
が
お
か

れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
中
央
の
空
地
に
遺
骸
が
あ
り
、
そ
れ
に
副
葬
し
た
も
の
で
あ
る
。
鏡
（
1
1
6
）
は
、
重
圏
、
内
行
花
文
式
各
々
三
面
、

計
六
面
で
鋳
上
り
、
仕
上
げ
も
よ
く
、
銘
文
も
長
文
で
、
完
全
な
も
の
が
少
く
な
い
。

第
二
八
号
塾
栂
も
、
第
一

O
号
蕗
棺
と
同
時
期
の
も
の
で
、
土
蟻
中
の
側
壁
に
き
り
こ
ん
だ
横
穴
に
挿
入
さ
れ
、
石
蓋
が
あ
っ
た
ω

内
部
は

同
じ
く
酸
化
鉄
で
ぬ
ら
れ
、
底
部
に
一
孔
を
穿
つ
。
整
中
よ
り
素
環
頭
鉄
製
万
子
一
口
、
重
圏
「
昭
明
」
鏡
（
鏡
7ν

と
と
も
に
、
ガ
ラ
ス
製

管
五
五
七

O
個
を
組
合
せ
た
首
飾
り
が
、
装
着
の
ま
ま
あ
ら
わ
れ
、
須
玖
遺
跡
で
か
つ
て
出
土
し
た
も
の
と
同
形
の
塞
粁
状
ガ
ラ
ス
製
品
五
個

も
そ
れ
に
と
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
も
遺
骸
は
全
く
消
滅
し
さ
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
副
葬
品
か
ら
み
て
女
性
の
も
の
で
あ
り
、
第
一

O
号
蓋
棺
は
こ
れ
に
対
し
て
男
性
の
も
の
と
す
る
と
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

プ
ル
ト

i
ザ
を
と
め
、
梅
雨
の
間
断
を
ぬ
っ
て
行
わ
れ
た
第
一
・
二
次
の
調
査
は
全
く
調
査
員
の
献
身
的
努
力
に
お
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

一
部
と
り
の
こ
さ
れ
た
地
域
が
あ
る
。
第
三
次
の
調
翫
が
企
画
さ
れ
、
今
次
は
飯
塚
市
教
育
委
員
会
と
九
州
大
学
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
五
年
三

月
二
十
二
日
よ
り
、
四
月
五
日
ま
で
行
わ
れ
た
。
児
島
、
森
、
岡
崎
、
藤
田
、
小
田
、
高
島
、
前
川
威
洋
、
石
松
好
雄
、
官
小
路
賀
宏
、
下
条

信
行
ら
が
参
加
、
永
井
昌
文
助
教
授
は
今
回
の
出
土
人
骨
の
調
査
に
精
力
を
築
中
、
長
崎
大
学
よ
り
内
藤
芳
篤
、
東
京
国
立
博
物
館
よ
り
西
国

守
夫
氏
が
来
援
さ
れ
た
。

第
三
次
の
調
査
で
は
袋
状
竪
穴
五
倍
を
加
え
、
通
計
三
十
個
、
控
棺
五
個
を
加
え
、
通
計
三
十
九
個
と
な
っ
た
。
こ
の
回
は
土
域
中
ふ
か
く

さ
ら
に
そ
の
横
穴
に
お
か
れ
た
石
蓋
の
車
棺
よ
り
、
前
漢
鏡
と
と
も
に
鉄
器
が
多
数
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。



第
三
十
四
号
控
棺
で
は
、
巻
貝
を
縦
切
に
し
た
具
輸
十
四
個
を
右
腕
に
は
め
た
壮
年
男
性
の
人
骨
が
発
見
き
れ
た
ω

腹
部
の
上
に
は
鉄
え
を

横
に
お
き
、
ま
た
頭
骨
下
か
ら
小
形
の
内
行
花
文
「
日
光
」
鏡
（
鏡
9
〉
が
出
土
し
た
。

第
三
十
五
号
詑
棺
か
ら
も
同
じ
く
成
年
男
性
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
右
腕
に
接
し
、
鉄
剣
一
口
、
鉄
文
一
口
が
あ
り
、
左
側
に

内
行
花
文
「
清
白
」
鏡
（
鏡
8
〉
一
面
が
お
か
れ
て
い
た
。
ま
た
棺
外
口
縁
部
附
近
よ
り
ガ
ラ
ス
製
管
玉
三

O
i四
O
個
が
出
土
し
た
。

ら
れ
た
。

第
三
十
九
号
訴
棺
に
は
熟
年
の
男
性
の
人
骨
が
あ
り
、
右
腕
の
有
側
に
鉄
剣
一
口
、
頭
部
の
右
側
に
単
圏
「
久
不
相
見
」
鏡
（
鏡
M
）
が
み

こ
れ
ら
の
発
見
遺
物
は
、
昭
和
八
年
以
来
の
出
土
品
と
と
も
に
、
飯
塚
市
立
岩
、
佐
忠
公
園
内
に
新
設
さ
れ
た
収
蔵
庫
に
お
さ
め
ら
れ
た
。

調
査
の
全
期
間
に
わ
た
り
、
収
蔵
庫
の
建
設
に
あ
た
り
、
飯
塚
市
長
青
山
了
、
議
長
藤
内
芳
兵
衛
、
教
育
長
大
村
虎
雄
、
社
会
教
育
課
長
松
岡

武
雄
氏
や
野
沢
静
治
氏
ら
の
努
力
や
地
元
の
麻
生
太
賀
吉
氏
を
は
じ
め
、
浜
正
雄
、
円
城
寺
次
郎
氏
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
、
福
岡
ユ
ネ
ス
コ

協
会
の
助
成
は
わ
す
れ
が
た
い
も
の
が
あ
る
。

立
岩
・
下
方
遺
跡
に
お
け
る
前
漢
鏡
の
発
見
は
三
雲
、
須
玖
に
つ
ぐ
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
が
緊
急
調
査
と
は
い
い
な
が
ら
学
術
発
掘

の
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
き
わ
め
て
挙
い
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
立
岩
遺
跡
は
弥
生
式
前
期
よ
り
中
期
に
わ
た
る
大
衆
落
で
あ
り
、
こ

の
度
の
調
査
は
弥
生
式
文
化
の
内
容
の
充
実
、
古
代
墳
墓
の
問
題
の
年
代
決
定
の
み
な
ら
ず
、
漢
帝
国
と
の
文
化
的
交
渉
と
い
う
問
題
に
も
基

礎
的
資
料
を
提
供
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、
報
告
書
を
作
製
中
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
詳
細
は
そ
れ
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

〈

1
）

註中
山
半
次
郎
「
飯
塚
市
立
岩
巡
効
場
発
見
の
斐
棺
内
遺
物
」
（
『
一
陥
附

県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
伐
報
告
9
』
）
一
九
三
同
年

中
山
．
半
次
郎
「
飯
塚
市
立
岩
焼
ノ
正
石
庖
丁
製
造
所
祉
」
〈
福
岡
以

報
告
Q
U

）
一
九
三
同
年
、

H

「
飯
塚
市
附
近
の
遺
跡
よ
り
出
土
せ
る

石
鎌
な
ら
び
に
其
の
系
統
に
就
い
て
」

Q
考
古
学
』
五
｜
問
）
一
九

（

2
）
 

福
岡
県
飯
録
市
立
な
遺
跡
発
見
の
前
漢
鏡
と
そ
の
銘
文
（
岡
崎
）

〈

3
）

三
四
年

森
貞
次
郎
「
士
口
期
弥
生
文
化
に
於
け
る
立
山
百
火
化
期
の
な
義
」
（
「
古

代
文
化
」
一
三
｜
七
）
一
九
四
二
年
グ
「
飯
塚
市
立
岩
に
於
け
る
波

状
石
縫
斐
棺
境
」
（
「
古
代
文
化
」
一
一
ニ
l
f
六
）
一
九
四
二
年

児
島
降
人
「
遠
賀
川
流
域
に
於
け
る
青
銅
山
術
文
化
」
（
「
古
代
文
化
」

一二一

i
七
）
一
九
四
二
年

（

4
）
 

じ
九



福
岡
県
飯
塚
市
立
岩
遺
跡
発
見
の
前
漠
鏡
と
そ
の
銘
文
（
岡
崎
）

八。

（

5
）
 

岡
崎
敬
「
遠
賀
川
上
流
の
有
文
弥
生
式
遺
跡
地
」
（
「
巧
古
学
維
誌
」

二
九
｜
一
一
）
｝
九
三
九
年

児
島
隆
人
、
森
貞
次
郎
、
渡
辺
正
気
、
藤
田
等
、
岡
崎
敬
「
七
一
陶
の

前
漢
鏡
を
出
し
た
飯
塚
市
立
岩
調
夜
桜
報
」
（
日
本
考
古
学
協
会
発

表
要
旨
）
一
九
六
三
年
（
九
州
考
古
学
却
・
幻
）
一
九
六
四
年

藤
間
等
「
福
岡
県
飯
塚
市
立
岩
斐
棺
遺
跡
」
〈
「
考
古
学
研
究
」
お
U

一
九
六
三
年

児
島
隆
人
、
藤
田
等
、
永
一
井
日
日
米
「
飯
塚
市
立
岩
遺
跡
の
慈
棺
葬
と

人
骨
」
〈
日
本
考
古
学
協
会
発
表
必
旨
）
一
九
六
五
年

小
田
富
士
雄
「
発
生
川
古
墳
の
地
域
相
」
l
北
九
州
に
つ
い
て
（
「
歴

史
教
育
」
一
九
六
七
！
凹
）

（

7
）
 

（日）

八

8
）

二
、
立
岩
遺
跡
発
見
の
前
漢
鏡

先
に
の
ベ
た
よ
う
に
第
十
号
諜
棺
よ
り
六
面

（鏡
1
I
6
1
第
二
十
八
号
塞
棺
よ
り
一
面
（
鏡
7
）
、
第
三
十
四
号
掘
調
棺
よ
り
一
面

（鋭

こ
れ
ら
の
蚤
棺
は
す

第
三
十
五
号
謹
棺
よ
り
一
面
（
鏡
8
）
、
第
三
十
九
号
藍
棺
よ
り
一
面
（
鏡
叩
）
、
計
十
面
の
鏡
が
発
見
さ
れ
た
。

ベ
て
弥
生
式
中
期
の
も
の
で
、
そ
の
形
式
及
び
葬
法
に
共
通
の
特
色
を
も
つ
で
あ
る
。
鏡
の
十
面
中
、

7
は
中
形
、

9
、
叩
は
小
形
鏡
で
あ
あ

が
形
式
、
銘
文
と
も
に
同
一
の
特
色
を
も
ち
、
前
漢
後
半
の
形
式
の
も
の
と
み
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
夏
蘇
先
生
の

訪
日
に
あ
た
り
、
国
加
田
誠
教
授
は
じ
め
九
州
大
学
文
学
部
中
国
文
学
研
究
室
、
東
洋
史
研
究
室
諸
氏
の
援
助
を
得
て
そ
の
釈
読
を
ほ
ど
こ
し

9
〉
、

た
の
で
あ
る
が
、
第
三
次
の
調
査
に
よ
っ
て
さ
ら
に
三
例
を
加
え
た
の
で
、
い
ま
改
め
て
釈
読
を
加
え
て
み
た
い
。

漢
鏡
銘
辞
の
釈
読
は
清
朝
の
芳
証
学
者
孫
昼
街
が
『
続
古
文
苑
』
中
に
こ
れ
を
こ
こ
ろ
み
、
わ
が
富
岡
謙
蔵
氏
は
北
九
州
の
弥
生
式
遺
跡
の

三
雲
（
福
岡
県
糸
島
郡
前
原
町
）
、
須
玖
岡
本
遺
跡
（
福
岡
県
筑
紫
郡
春
日
町
）
発
見
の
銘
文
を
釈
読
し
て
こ
れ
を
前
漢
鏡
と
断
定
し
た
。
富

岡
氏
の
遣
業
を
継
承
発
展
さ
せ
た
梅
原
末
治
博
士
は
須
玖
及
び
井
原
〈
福
岡
県
糸
島
郡
前
原
町
）
発
見
の
鏡
を
復
原
し
考
釈
を
下
し
て
い
る
。

梅
原
博
士
は
「
漢
鏡
と
そ
の
文
字
」
（
平
凡
社
版
『
書
道
全
集
』

2
）
に
、
諸
家
の
説
を
収
め
て
も
っ
と
も
新
し
い
読
み
を
与
え
て
い
る
。
前
回
の

釈
読
に
占
め
た
り
、
こ
れ
ら
の
説
を
参
考
に
し
た
こ
と
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
と
け
な
い
所
が
少
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
点
に

つ
い
て
西
国
守
夫
氏
の
教
示
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
本
稿
に
お
い
て
従
来
の
釈
文
を
一
歩
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
唱
と
す
れ
ば
同
君
の
協
力

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。



鏡
1
・
3
・
4
・
6
は
比
較
的
文
章
に
欠
字
が
な
い
が
、
鏡
2
・
5
・
8
は
か
な
り
の
欠
字
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
文
字
を
つ
づ
け
て
い
る
。

鏡
7
の
銘
文
は
鏡
2
・
3
・
6
の
内
区
の
銘
文
に
あ
た
る
。
鏡
2
は
「
葉
精
白
」
、
鏡
3
・
5
・
8
は
「
契
清
白
」
に
は
じ
ま
り
孫
星
初
が
は

や
く
指
摘
し
、
駒
井
和
愛
博
士
の
考
証
さ
れ
た
如
く
『
楚
辞
』
中
の
文
辞
と
対
応
、
互
い
に
発
明
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
註
に
は
こ
れ
ら
の
対

応
す
べ
き
『
楚
辞
』
の
文
辞
を
引
用
し
た
。

誤
字
、
。
は
細
字
、
〔

銘
文
は
よ
段
に
漢
字
銘
、
下
段
に
日
本
よ
み
を
ほ
ど
こ
し
た
。

× 
t主

漢
字
銘
中
の
・
は
欠
字
、

〕
は
こ
の
鏡
に
は
な
い
が
他
の
鏡
銘
よ
り
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（

1
）
 

（

2
）
 

主岡
崎
敬
「
立
岩
遺
跡
発
見
の
前
漠
鋭
と
そ
の
銘
文
」
一
九
六
三
年

富
岡
謙
蔵
「
九
州
北
部
に
於
け
る
銅
剣
銅
鉾
及
び
弥
生
式
土
器
と
伴

出
す
る
古
鏡
の
年
代
に
就
い
て
」
（
「
考
古
学
雑
誌
」
八
l
一九）、

「
九
州
北
部
出
土
の
十
日
鋭
に
就
い
て
」
、
「
再
び
日
本
出
土
の
支
那
古

鏡
に
就
い
て
」
（
以
上
『
古
鏡
の
研
究
』
所
収
）
一
九
二
O
年

梅
原
末
治
「
須
玖
岡
本
発
見
の
古
鏡
に
就
い
て
」
（
京
都
大
学
考
古

学
研
究
報
告
一
一
）
一
九
三
O
年

梅
原
米
治
「
筑
前
同
井
原
発
見
鏡
片
の
復
原
」
（
「
史
林
」
一
占
ハ
｜
一
二
、

一
九
三
一
年
、
『
白
木
考
古
学
論
攻
』
所
収
）

梅
原
末
治
「
漢
鏡
と
そ
の
文
字
」
（
平
凡
社
版
』
書
道
全
集
』

2
中

（

6
）
 

問
決
）
一
九
六
二
年

四
旧
守
夫
「
漠
鏡
銘
拾
遺
」

l
迎
弧
火
消
白
鋭
の
隙
列
に
当
っ
て

（
「
、
、
、
ュ
l
ジ
ア
ム
」
一
六
三
号
）
一
九
六
凶
年
、
「
漢
銭
銘
補
釈
」

｜
挑
般
鏡
の
初
旬
に
つ
い
て
（
「
ミ
ユ

l
ジ
ア
ム
」
一
五
八
号
）
一

九
六
四
年

駒
井
和
愛
「
鏡
鑑
銘
文
と
楚
静
文
学
」
（
『
中
国
古
鋭
の
研
究
』
所
収
）

一
九
五
三
年

平
凡
社
版
中
国
古
山
内
文
学
金
集
第
一
巻
「
楚
時
」
（
目
加
旧
誠
）
、
一

九
六
O
年
。
な
ほ
目
加
田
誠
『
回
一
胤
』
（
法
波
新
書
）
一
九
六
七
年

参
照
。

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

ー
、
内
行
花
文
「
日
有
害
」
銘
鏡

径
一
五
・
六
セ
ツ
チ

内
区
は
八
弧
の
内
行
花
文
、
鈍
の
ま
わ
り
に
十
二
曜
文
を
お
く
。

白
銅
質
、
完
好
で
あ
る
。

錘
高
了
一
セ
ン
チ
、
重
量
四
三
七
グ
ラ
ム
。

（

7
）
 

〈

8
）

銘
帯
に
は
三
十
六
字
の
銘
文
が
あ
り
、
銘
文
は
漠
隷
、
左
の
如
く
よ
む
こ
と
が
で
き
る
。

日
有
害
、
月
有
富
。

臼
に
喜
び
あ
り
、
月
に
富
あ
り
。

楽
母
事
、
常
得
意
。

楽
み
て
事
な
く
、
常
に
意
を
得
。

福
岡
県
飯
塚
市
立
岩
遺
跡
発
見
の
前
漢
鏡
と
そ
の
銘
文
（
岡
崎
）

八



八一

福
岡
県
飯
塚
市
女
完
治
跡
発
見
の
前
漠
鏡
と
そ
の
銘
文
（
間
的
）

美
人
舎
、
竿
罫
侍
。

買
市
程
、
寓
物
平
。

老
復
丁
、
死
復
生
。

酔
不
知
、
醒
且
星
。

美
人
舎
し
て
、
竿
遜
侍
す
。

頁
市
程
に
し
て
、
寓
物
平
ら
か
な
り
。

老
、
丁
に
復
し
、
死
、
生
に
復
す
。

酔
い
て
は
知
ら
ず
、
旦
星
に
醒
む
。

註方
格
四
乳
草
葉
文
鏡
に
「
日
有
害
…
、
笠
酒
食
、
長
貴
宮
、
楽
母
一
事
」

の
銘
の
あ
る
も
の
が
あ
り
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
ド
ン
ソ
ン
に
発
見
例
が
あ

る
。
須
玖
岡
本
出
土
の
方
格
規
矩
鏡
に
「
日
有
京
、
月
（
有
）
宮
、
・

（

1
）
 

2
、
重
圏
「
精
白
」
銘
鏡

（

2
）
 

（

3
）
 

憂
忠
楽
己
未
央
」
銘
の
も
の
が
あ
る
。

「
美
人
既
酔
」
、
「
竿
怒
狂
会
」
（
招
魂
）

「
長
楽
無
極
老
復
了
」
（
漢
、
史
激
、
『
な
就
章
』
）

径
一
七
・
八
セ
ン
チ

釦
高
一
・
三
セ
シ
チ
、
重
量
六
九
八
グ
ラ
ム
を
は
か
る
。
内
、
外
二
つ
の
銘
帯
が
あ
り
、
釦
の
ま
わ
り
に
は
、
前
者
と
同
じ
く
十
二
曜
文
を

お
く
。
白
銅
質
で
、
残
念
な
が
ら
ひ
び
が
入
っ
て
い
る
。
銘
文
は
角
の
つ
よ
い
隷
体
、
外
銘
帯
に
は
三
五
字
、
内
銘
帯
に
は
二
四
字
の
銘
文
を

い
れ
る
。
外
銘
帯
に
は
か
な
り
の
文
字
の
省
略
が
あ
る
。

〔
外
銘
帯
〕

繋
精
白
而
事
君
。

。
窓
而
迂
之
会
明
。

玄
錫
之
樫
流
。

・外 ・恐
・承 ・疏

・美遠
之 ・而

令可
京見 ・宏、



然心光内内・
墾忽 覧If清銘永
塞揚象質2帯
而而夫以〕而
不願日昭 舟
波・2忠2月2明 絶

然 心 光 内
れは ff清
ど忽、は賀
もち夫に
y賢 揚のし
翠 つ 日 て
して月以
て忠をて
池与を象昭
ら願る明
ずう。な
。。り

。

（

4
）
 

仰
と
（
同
上
）
、
「
紛
何
他
之
願
忠
」
（
向
上
）

「
路
議
絶
而
不
通
」
（
九
弁
）
、
「
道
援
寒
而
不
通
」
（
哀
時
過
）
「
心
純

彪
而
不
問
」
（
九
章
倍
往
日
）

（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

註「
恐
清
質
之
不
信
分
」
（
九
章
）

「
与
日
月
今
芥
光
」
（
九
歌
安
中
君
、
九
掌
渉
汀
μ
）

「
嬬
不
自
酬
明
而
願
忠
今
、
或
蚊
馳
而
汗
之
」
（
九

43、
「
阪
忠
立
（
汚

3
、
重
閏
「
清
白
」
銘
鏡

径
一
五
・
四
セ
シ
チ

釦
の
ま
わ
り
に
、
前
者
と
同
じ
く
、
十
二
曜
文
を
お
く
。
白
銅
質
、
小
き
な
ひ
び
が
入
っ
た

が
、
完
好
に
ち
か
い
。
銘
文
は
前
者
に
く
ら
べ
て
、
ま
る
み
が
あ
る
。
外
銘
帯
は
四
二
字
、
内
銘
帯
は
二
四
字
、
脱
字
が
少
く
、
ほ
ぽ
意
を
通

鍋
高
了
ザ
セ
シ
チ
、
重
量
四
九
六
グ
ラ
ム
。

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

忘×潟葉タ卜
疏？云清銘
遠雄白帯
而之而〕
日会事
弓巧2有2

懐
陵
美
之
窮
唯
。

外
承
騨
之
可
説
。

清
白
を
潔
く
し
て
、
君
に
事
え
し
も
、

ふ

さ

お

お

わ

躍
を
況
が
れ
、
明
を
会
れ
る
を
窓
む
。

承厩1疏
雄手遠
のよ美与に
説？のし
ぶー窮空て
ベふ、
き 2日
を日豊たに
外す忘、
に懐ら
しいる

、る

を
恐
る

福
岡
県
飯
塚
市
JI. 
岩
遺
跡
発
見
の

｛支
鏡
と
そ
の
銘
文

｜河
11:Y.j 

f¥ 



福
岡
県
飯
塚
市
立
岩
遺
跡
発
見
の
前
渓
鋭
と
そ
の
銘
文
（
岡
附
）

た
を
や
か
な

安
仇
の
援
景
を
慕
う
。

願
く
は
、
永
え
に
思
い
て
絶
ゆ
る
傍
ら
ん

Q

然・心光内内願思x
塞忽揮清銘永窒
塞 揚 象 質 帯 思 1jt
而而夫以〕而之
不願目昭 母誠
池店、・月明 絶 景

内
清
質
に
し
て
以
て
昭
明
な
り
。

然心光
れは揮
ど忽、は
も ち夫
察携の
塞り日
して月
て忠を
池主主ど象
ら 願る
ずう

（

1
）
 

註「
伏
清
白
以
死
直
今
L

〈
隊
騒
）
「
栂
忠
誠
而
事
君
今
」
（
惜
請
〉
、
「
事

君
而
γ
小
弐
今
」
（
九
掌
）

4
、
内
行
柁
文
「
日
有
喜
」
銘
鏡

立
岩
遺
跡
発
見
の
前
漢
鏡
中
、
最
大
で
あ
る
。

径
一
八
・
ニ
セ
シ
チ

八
四

〈

2
）

（

3
）
 

四
回
守
夫
「
漢
鏡
銘
拾
遺
」
？
、
ュ

i
ジ
ア
ム
一
九
六
四
／
一
一
一
）

「
道
卓
法
而
日
忘
今
」
（
九
挙
）

鈍
高
了
一
五
セ
シ
チ
、
質
量
六
七
八
グ
ラ
ム
。

に
十
二
曜
文
を
い
れ
る
。
こ
の
鏡
は
山
崎
一
雄
教
授
（
名
古
屋
大
学
理
学
部
）
の
好
意
に
よ
っ
て
分
析
値
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

分

主

Pぢ

66.8 銅

成

5.2 

27.3 

0.05 

鉛

一

鈎

銀

成

分

0.04 アルミニウムi政

0.04 

量一一 一一一一一
欽 0. 1 

鉛蒼

0.06 ッ ケ ル一
成

内
区
は
八
弧
の
内
行
花
文
、
釦
の
ま
わ
り

分｜十二十二円：τ
0.2 

ν
o
m
 ：
 

ハu

－

nu

－
 

；
 

ハU
E

nu

－
 

～

1
4

－
 

議枇

A
口



と
の
数
値
は
主
成
分
と
微
量
成
分
と
の
値
の
合
計
が
一

O
O
%に
な
る
よ
う
に
換
算
し
た
も
の
で
あ
る
c

日
有
害
、
月
有
富
。

銘
帯
に
は
三
五
字
の
銘
文
を
い
れ
る
。

自
に
喜
び
あ
り
、
月
に
富
あ
り
。

楽
場
事
、
常
得
意
。

美
人
舎
、
竿
怠
侍
。

買
市
程
、
高
物
平
。

酔老
不復
知丁
乎＠
醒死

．復
．生

楽
み
て
事
な
く
、
常
に
意
を
得
。

美
人
曾
し
て
、
竿
危
侍
す
。

頁
市
裡
に
し
て
、
寓
物
平
ら
か
な
り
。

老
、
了
に
復
し
、
死
、
生
に
復
す
。

酔
い
て
は
知
ら
ず
や
、
〔
旦
星
に
〕
醒
む
。

5
、
内
行
花
文
「
清
白
」
銘
鏡

径
一
八
・

O
セ
シ
チ

白
銅
質
、
内
区
は
八
弧
の
内
行
花
文
、
釦
の
ま
わ
り
に
十
二
曜
文
を
い
れ
る
。

銘
帯
に
は

九
字
の
銘
文
が
あ
る
＠

釦
高
一
二
五
セ
シ
チ
、
質
量
六
四
四
グ
ラ
ム
。

葉
清
白
両
事
君
。

－外懐恐之×
・承 ・疏玄

・ 美 而 錫
・之 ・遠之

令可 ・白津
京兄 ・忘流

福
岡
県
飯
塚
市
立
岩
遺
跡
発
見
の
前
漠
鏡
と
そ
の
銘
文
（
岡
崎
）

八
五



福
岡
県
飯
塚
市
立
岩
遺
跡
発
見
の
前
淡
鋭
と
そ
の
銘
文
（
岡
崎
）

願
分
永
思
而
母
絶
c

清
光
哉
宜
〔
佳
人
〕
。

八
六

〈

1
）

註乙
の
鏡
で
は
「
清
光
哉
立
」
と
あ
り
、
五
島
美
術
館
蔵
鏡
に
は
「
光

宜
佳
人
」
と
あ
り
、
こ
の
行
の
文
が
「
清
光
哉
宜
後
人
」
と
な
る
そ

知
り
う
る
。

6
、
重
闇
「
眺
蛇
」
銘
鏡

径
一
五
・
九
セ
シ
チ

釦
高
一
二
セ
シ
チ
、
質
量
五
六
二
グ
ラ
ム
。
白
銅
質
、
内
外
二
帯
の
銘
帯
が
あ
り
、
組
の
ま
わ
り
に
十
二
磁
文
を
い
れ
る
。

三
四
字
、
内
銘
帯
に
は
二
四
字
、
と
も
に
日
の
記
号
よ
り
文
章
を
は
じ
め
て
い
る
。

外
銘
帯
に
は

〔
外
銘
帯
〕

銚
岐
光
而
焔
主
〈
。
挑
と
し
て
か
が
や
き
愉
美
な
り
。

内

2
V

（

3
v

よ
き
み
や
び
乙

挟
佳
都
而
承
問
。
佳
都
を
挟
ん
で
聞
を
承
く
。

懐
膿
察
而
惟
予
。
牒
察
を
懐
い
て
予
れ
の
み
な
る
を
惟
う
。

愛
存
神
而
不
運
。
存
神
を
愛
し
て
遷
ら
ず
。

得
乎
蛙
執
而
不
衰
。
蛇
執
を
得
て
衰
え
ず
。

畠
き
ら
か

清
照
折
而
〔
付
君
〕
。
清
照
哲
に
し
て
〔
君
に
付
す
。
〕

〔
内
銘
帯
〕

内
清
質
以
昭
明
。

内
清
質
に
し
て
以
て
昭
明
な
り
。

光
郎
象
夫
日
月
。

光
郎
は
夫
の
日
月
を
象
る
。

心
忽
揚
而
願
忠
。

然
脳
出
塞
而
不
池
。

心
は
忽
ち
揚
り
て
忠
を
願
う
。

然
れ
ど
も
権
一
塞
し
て
出
さ
ず
u



（

1
）
 

註前
回
の
考
釈
で
は
「
活
問
折
而
・
：
」
よ
り
は
じ
ま
る
と
し
た
が
、
回

出
君
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
の
記
号
よ
り
文
章
が
は
じ
ま
る
。
初

旬
巾
に
省
略
が
あ
る
の
は
不
自
然
で
、
末
尾
に
省
時
が
あ
る
と
す
れ

ば
「
清
照
折
而
・
：
」
は
末
尾
の
文
と
す
べ
き
で
あ
る
。

（

2
）
 

西
国
守
夫
「
漢
鋭
銘
補
釈
」
（
、
、
、
ュ

i
ジ
ア
ム
一
一
九
八
号
）

「
悦
佳
人
之
永
都
」
よ
き
人
の
と
わ
に
美
し
き
を
お
も
い
（
九
求
）

「
惟
佳
人
之
独
懐
」
よ
さ
人
を
ひ
と
り
お
も
い
（
九
掌
）

「
阪
米
間
而
自
然
」
お
ん
間
何
い
、
身
の
あ
か
し
た
て
ん
と
ね
が
い

つ
つ
（
九
『
草
）

（

3
）
 

7
、
重
圏
「
昭
明
」
銘
鏡

径
九
・
八
セ
シ
チ

釦
高
一
・

0
セ
ン
チ
、
質
量
一
六

0
グ
ラ
ム
。

霊
園
で
あ
る
が
、
銘
帯
は

外
圏
に
あ
り
、
内
圏
に
は
渦
状
の
文
様
を
う
ず
め
る
に
と
ど
め
て
い
る
。
釦
の
ま
わ
り
に
は
こ
れ
ま
で
の
鏡
と
同
じ
く
、
十
二
曜
文
を
い
れ
る
。

銘
文
は
す
べ
て
二
三
字
、
街
字
一
字
、
欠
字
二
字
が
あ
る
。
鏡
面
に
は
鉄
製
刀
子
の
環
頭
部
が
さ
び
て
附
荷
し
て
い
る
。

白
銅
質
の
中
形
鏡
で
、
鋳
上
り
も
よ
く
、
文
字
も
明
瞭
で
あ
る
。

然心光内
事／t；・忽、郎清
塞揚・象質
而而而＠以
不願夫昭
、出忠日明
。。月

8
、
内
行
花
文
「
清
白
」
銘
鏡

径
一
八
・

O
五
セ
シ
チ
〈
第
1
図）

釦
高

0
・
五
五
セ
シ
チ
、
質
量
六
五
八
グ
ラ
ム
を
は
か
る
。

行
花
文
、
釦
の
ま
わ
り
に
十
二
曜
文
を
い
れ
る
。
銘
帯
の
銘
文
は
左
行
三
六
字
、
か
な
り
の
欠
字
が
あ
る
。

白
銅
質
、
鋳
上
り
も
よ
く
、
ま
た
研
磨
の
あ
冒
と
も
鋭
い
c

内
区
に
は
八
弧
の
内

而＠イ及志契
恐玄？云清
疏錫擁・白
遠・而x之而
而流合事
日洋明君
忘

福
岡
県
飯
塚
市
立
岩
追
跡
発
見
の
前
漢
鏡
と
そ
の
銘
文
（
岡
崎
）

i¥. 
七



福
岡
県
飯
塚
市
立
岩
遺
跡
発
見
の
前
漢
鏡
と
そ
の
銘
文
（
岡
崎
）

×
－

x

・

而

美

人

外

承

可

見

。

．．．．．． 
。

》
入而

永
思
而
而
絶
。

八
八，

9
、
内
行
花
文
「
日
光
」
銘
鏡
径
四
・
九
セ
シ
チ
（
第
2
図）

立
岩
遺
跡
発
見
前
漢
鏡
の
最
も
小
形
ロ
閣
で
あ
る
。
内
区
は
八
弧
の
内
行
花
文
、
外
区
は
銘
帯
で
、
四
個
の
渦
文
と
中
に
二
字
ず
っ
、
計
八
字

の
銘
文
を
い
れ
て
い
る
。
紐
高
了
三
セ
シ
チ
、
質
量
一
八
グ
ラ
ム
、
白
銅
質
。

見
日
之
光
。

天
下
大
明
。

日
の
光
あ
ら
わ
れ
れ
ば

天
下
大
い
に
明
ら
か
な
り
。

こ
の
形
式
の
小
形
鏡
の
破
片
は
須
玖
岡
本
に
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
八
年
五
月
、
福
岡
市
堤
町
丸
尾
の
弥
生
式
聾
棺
中
よ
り
、
環

頭
刀
子
と
と
も
に
在
五
・

O
セ
シ
チ
を
は
か
る
立
岩
と
同
類
の
小
形
日
光
鏡
が
三
面
発
見
さ
れ
て
い
る
。

日
、
単
圏
「
久
不
相
見
」
銘
鏡
径
七
・
ニ
セ
シ
チ
（
第
3
図）

白
銅
質
、
釦
の
ま
わ
り
に
放
射
状
の
線
文
が
あ
り
、
外
区
が
銘
帯
と
渦
文
と
液
状
文
を
互
い

に
は
さ
ん
で
、

釦
高
0
・
六
五
セ
シ
チ
、
質
量
五
八
グ
ラ
ム
。

一
字
ず
つ
計
八
字
の
銘
文
が
入
る
。
紐
孔
は
か
な
り
磨
滅
し
て
使
用
の
あ
と
が
み
と
め
ら
れ
る
。

久
不
相
見
。

畏
骨
相
忘
。

久
し
く
相
見
ず

長
く
相
忘
る
暁
れ
。



第
1
図
第
お
号
要
棺
発
見
の
内
行
花
文
「
清
白
」
銘
鏡
待
は
5
m

第 2図 第34号斐棺発見の小形 第 3[i＼第39号斐棺発見の「久不相見」銘鏡
「日光」鏡径4.9cm 径 7.2 cm 



第 4 図 飯塚市立岩遺跡第35号斐棺発見の人骨と副葬品

（左方iζ鉄剣と鉄τ丸右方iζ内行花文「清白」銘鏡がみえる）



A Study on the Mirrors of Pre-Han Period 
and their Inscriptions found from the 

Pottery-Coffins of Tateiwa Site of 
Yayoi Period, Fukuoka Prefecture. 

Takashi OKAZAKI 

Tateiwa is a famous site of Yayoi-Period of northern Kyusyu, 



for this site was a factory of stone implements and many pottery­

coffins were found before the War. In 1958, 1960, We could exca­

vate a group of pottery-coffins by sudden discovery of mirrors in 

some coffins. We excavated 39 pottery-coffins and 30 pits there. 

We found bronze mirrors of Pre-Han periods, 1 bronze spear-head, 

and some iron implements. At that time, people used the stone 

implements. We think that the a family of the chief of this 

area had only possessed the mirrors and the metal-implements. 

Pottery-Coffin Finds 

No. 10 6 mirrors, 1 bronze spear-head, 1 iron dagger. 1 iron 
plane, 2 whetstone. 

No. 28 1 mirror, 1 iron-knife, 1 group of necklace made by 570 
glass tube-beads. 

No. 34 1 mirror, 1 iron dagger, 14 shell-bracelet. 
No. 35 1 mirror, 1 iron dagger, 1 iron-halberd 

No. 39 1 mirror, 1 iron dagger. 

Large mirrors of pre-Han period were devided to two types by 

design. One is arc-design type, and the other is ring-design type. 

Small mirrors were divided to the same types. The inscriptions 

of mirrors represent the thought and the literature of Han period. 

One is described that the happiness is in the sun and the wealth 

in the moon, It is important that those inscriptions resembles 

the sentences and the words of "Ch'u-t'su" 1t~ that Ch'ti Ytian 

JH!Jffi, a poet of Ch'u country was believed to write. 
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